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令和６年１１⽉定例会 ⽯井孝治議員 総括質問資料① 

「サイバー空間とフィジ
カル（現実）空間を⾼度
に融合させたシステムに
より、経済発展と社会的
課題の解決を両⽴する
“⼈間中⼼の社会”」と定
義されています。

Society5.0とは
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データ駆動型社会 デジタル技術と累積した⼤量のデータを活⽤して、
知識や情報を⽣み出し社会的価値を⽣み出すこと

経済産業省作成資料
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ペットフード ペット・他のペット用品
２０１５年 6,938 3,809

２０１６年 7,143 3,998

２０１７年 7,007 4,351

２０１８年 7,485 4,697

２０１９年 7,705 5,083

２０２０年 8,162 6,187

２０２１年 7,787 5,711

２０２２年 8,808 6,362

２０２３年 9,795 6,580

2014年 237404 2374
2015年 244222 2442
2016年 250526 2505
2017年 250840 2508
2018年 250789 2507
2019年 255638 2556
2020年 276667 2766
2021年 284676 2846
2022年 278992 2789
2023年 294557 2945
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ペットフード ペット・他のペット用品 総務省家計調査より
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商業動態統計（経済産業省）
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京都動物愛護憲章 

わたくしたちは、ここ京都で、四季のうつろいを感

じながら、いきものと関わり、その命を尊ぶわが国な

らではの暮らしのかたちを千年以上の永きにわたっ

てつむいできました。そして、わたくしたちは、さら

に進んで、ここ京都を人と動物が共に暮らすうるおい

のある豊かなまちにすることを目指します。 

 わたくしたちと同じようにかけがえのない命を持

ち、わたくしたちの身近なところで共に生きている動

物との関わりについて、わたくしたち一人ひとりが自

ら考え、行動するためにこの憲章を定めます。 

わたくしたちは、 

１．動物を思いやりましょう。 

１．動物のことを学びましょう。 

１．動物との正しい関わりを考えましょう。 

１．動物との絆を最後まで大切にしましょう。 

１．人にも動物にも心地よいまちをつくりましょう。 
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出典：京都市ホームページより
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 京都の人々の、動物の命に思いをはせる繊細な心や、他人に
迷惑をかけないという美意識の上に立ち、わたくしたちは、こ
の憲章に基づいて、様々な立場で動物と関わる中で、例えば、
次のようなことに取り組みます。 
 

１．動物を思いやりましょう。 
・動物の命を尊ぶ心を子どもたちに伝えます。 

・飼い主は、動物の健康や安全に気を配ります。 

・行政は、飼い主の都合でやむなく殺処分される犬や猫をなくすこと

を目指します。 

 

１．動物のことを学びましょう。 
・飼い主は、動物の習性や飼ううえでのきまりを学びます。 

・動物取扱事業者は、飼い主に正しい飼い方を伝えます。 

・テレビや新聞などは、動物の問題についてわかりやすく伝えます。 

 

１．動物との正しい関わりを考えましょう。 
・周りに迷惑がかかるような動物への餌やりは行いません。 

・飼っている犬や猫が迷子になって困らないよう、飼い主がわかるマ

イクロチップなどを付けます。 

・日々の生活や科学の発展のため、人がやむなく動物の命を奪ってい

ることについて考えます。 

 

１．動物との絆を最後まで大切にしましょう。 
・動物を飼う人は、大切な家族として動物が命を終えるまで共に暮

らします。 

・飼い主を失った犬や猫を新たな家族として迎えることを考えます。 

・行政は、飼われている犬や猫の安易な引取りに応じません。 

 

１．人にも動物にも心地よいまちをつくりましょう。 
・犬の排せつは自宅でさせます。また、散歩時にやむなくしたふん

は必ず持ち帰ります。 

・猫は、室内で飼います。 

・地域の人々で協力して、人と猫が共生できる「まちねこ活動」に

取り組みます。 
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